
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 9 回 理事会  

日 時 令和 2 年 2 月 15 日  11：45～12:10 

場 所 シーハット大村 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、永木照彦、浦川純二、 

重松康志、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、田中拓郎、池田章子 

監事：平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）①長崎市介護認定調査会 理事会推薦委員の承認について 
  長崎市の介護認定審査会の委員の任期満了に伴い、3 名推薦依頼あり。昨日公募を締め切り、現任 2

名、新規で 1 名がエントリー。新規の平野先生は長崎地区部長。現任で白石先生と小泉副会長。審議の
結果、提案通り可決された。 

２）「理事及び監事」の理事会推薦者 選任の件について 
理事及び監事の立候補及び推薦者が定員に達しておらず、理事会推薦をお願いする。前理事会で、永木
理事、池田理事、小柳理事、田中理事に関しては推薦。今回、重松理事を新たに推薦。監事は現任であ
る平野監事、柿田監事、大木田監事を推薦する。審議の結果、提案通り可決された。 

３）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員の申請状況について 
   士会指定事業修了者が 7 名。⑦番は要件を満たしておらず、見送りの方向。①から⑥番について審議。 
   審議の結果、提案通り可決された。 
４）2019 年度公益社団法人長崎県理学療法士協会 地域ケア研修会（案）について 

日程、講師等再調整し、3 月 19 日木曜日、「えきまえ」いきいきひろばにて 19 時から 21 時まで行うよ
うな形。講師を西諫早病院の樋口先生、参考講座として、桜馬場地域包括支援センターの永富先生に講
義いただく。審議の結果、提案通り可決された。 

５）令和元年度第 1 回「厚生労働省指定 臨床実習指導者都道府県講習会」について 
11 月 3、4 日に長崎医療技術専門学校にて開催。(資料参照)受講者数は 97 名。収支について、予算は 2
回分で 414,000 円、寄付として 25,000 円、受講料が 97,000 円で収入が 536,000 円。支出について、消
耗品、会議費が予想以上にかかり、第 1 回の支出が 441,257 円。残金が 94,743 円。講義担当や進行役と
世話人は分けること、事務担当者の充足、会場校へ協力依頼文の発行が今後の課題。今後、協会に終了
報告書を提出し、来年度計画の立案と本県のマニュアルを検討。また予算が不足するため補正予算を提
出する。今年度、養成校の先生には講師料を出していないが、負担が大きいため来年度以降は出す方向
とする。約 30 万円の補正予算を付けることとする。審議の結果、提案通り可決された。 

６）日本理学療法士協会 2019 年度選挙管理運営委員会出席報告および県士会次期役員選挙に関する報告に
ついて 

     来年 1 月に役員選挙を予定。告示が 1 月 13 日、20 日から 31 日までが立候補受付期間。2 月 3 日から 11
日が選挙期間。2 月 17 日投票開始し 28 日に投票終了、3 月 2 日開票。役員定数の決定を理事会でするこ
とになっており、理事は規約で 8 名以上 15 名以内。前回は定数 15 名、監事は規約で 3 名以内となって
おり、定数 3 名。今回の選挙も定数は同じとする。審議の結果、提案通り可決された。 
また、9 月 28 日開催の選挙管理運営委員会にて、来年の代議員選挙について周知を依頼された。代議員
が不足となった場合は県士会に連絡が来る。再来年以降の役員選挙をする場合、協会のマイページを使
って県士会の役員選挙ができるシステムになるとのこと。今後検討していく。 

（２）報告事項 

報告事項①～④については資料に目を通す形での報告となった。(資料参照) 

（３）その他報告事項 
 １）(公社)長崎県理学療法士協会 地区活動について 

地区活動要綱について、指摘された点を修正。最終報告は直近の理事会で速やかに報告するという形。
運営の基本に⑤多くの会員に参加してもらうために極力人数の制限は設けず運営すること、⑥隣接地区
での共同での開催を考慮する、を追加。その他に②地区での疑義事項で理事会に間に合わない場合は、
担当理事を通して三役会議に業務内容を審議し、遂行許可する場合がある。を追加。内規に包含すると
いうより指針、ガイドラインというような形を考える。タイトルは「地区活動、研修会等について」を
検討。 

 

 


